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一
宮
市
議
会 

3
月
定
例
議
会 

2
月
28
日
開
会
、
3
月
24
日
閉
会 

 
3
月
定
例
会 

開
会 

令
和
2
年
度
予
算
で
す
が
、
引
き
続

き
「
第
7
次
一
宮
市
総
合
計
画
」
に
沿

っ
て
、
各
種
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
続

け
る
と
と
も
に
、
2

0

2

1
年
の
中
核

市
移
行
と
市
制
100
周
年
に
む
け
て
準
備

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
定
率
で
の
カ
ッ
ト
は
行
わ
ず
、
改

め
て
事
業
の
効
果
、
優
先
順
位
を
精
査

し
、「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
徹
底
し
ま

し
た
。 

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度

比
で
25
億
4
，
0

0

0
万
円
、
率
に

し
て
2.2
％
の
増
と
な
り
、
1
，
1

5

9

億
7
，
0

0

0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お
い

て
は
、
被
保
険
者
数
の
減
の
影
響
等
で

約
6
億
6
，
0

0

0
万
円
の
減
額
と

な
っ
た
一
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
で
は
約
7
億
円
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
で
は
7
億
9
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

水
道
事
業
会
計
で
は
、
老
朽
管
対
策
事

業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
約
6
億
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
額
は
2
，
3

8

7
億
6
，
0

0

0
万
円
余
、
前
年
度
比
で
約
41
億
4
，

0

0

0
万
円
、
率
で
1.8
％
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
に
お
け
る

主
な
も
の
は
、
歳
入
で
は
市
税
は
前
年
度

予
算
と
比
較
し
、
4
億
5

千
万
円
、

0.9
％
の
増
で
、
過
去
最
高
の
金
額
と
な

っ
た
。
法
人
市
民
税
は
、
税
率
改
正
の

影
響
が
大
き
く
、
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
は
前

年
度
に
続
い
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
米
中
貿
易
摩
擦
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
、

中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
懸
念
も
多

い
と
考
え
ま
す
。
地
方
消
費
税
交
付
金

が
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
10
億

円
の
増
額
、
国
、
県
支
出
金
は
増
え
続

け
る
社
会
保
障
費
の
影
響
で
、
約
14
億

9
，
0

0

0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
を
20
億
円
と
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
約
12
億
2
，
0

0

0
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

歳
出
に
お
い
て
は
、
民
生
費
が
大
き

く
増
加
し
て
お
り
、
約
24
億
9
，
0

0

0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
障
害

者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
で
扶
助
費
が

大
き
く
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
衛
生
費
で
は
、
11
月
に
発
生
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
火
災
に
よ

る
復
旧
工
事
の
影
響
な
ど
で
約
8

億

8
，
0

0

0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
減
額
の
主
な
も
の
は
、
教
育

費
で
、
い
ち
の
み
や
中
央
プ
ラ
ザ
の
整
備

が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
約
7

億
円
の
減
額
と
な
っ
た
。 

令
和
元
年
度 

3
月
補
正
予
算
規
模 

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
、
各
種
事
業

費
の
計
上
が
主
な
内
容
で
す
。
土
木
費

で
は
、
道
路
橋
梁
費
、
水
路
費
、
都
市

計
画
費
で
約
5
億
5
，
0

0

0
万
円

の
増
額
、
教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
職
員
室
な
ど
の

エ
ア
コ
ン
設
備
改
修
で
、
約
3
億
3
，

0

0

0
万
円
の
増
額
補
正
。
ま
た
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
火
災
対
応
の
予

算
と
し
て
は
、
不
燃
ご
み
を
破
砕
機
の
賃

借
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と

か
ら
、
処
理
手
数
料
な
ど
で
7
，
0

0

0
万
円
ほ
ど
の
減
額
が
出
来
ま
し
た
。

加
え
て
、
財
政
調
整
基
金
に
11
億
円
を

積
み
立
て
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
の
規
模
は
、
一

般
会
計
で
、
20
億
1
，
5

9

1
万
1
千

円
の
増
額
、
特
別
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
全
会
計
で
は
21
億
2
，
4

1

3
万

2
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

常
任
委
員
会
報
告 

●
総
務
委
員
会 

 

議
案
第
18
号
、
一
宮
市
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
及
び
議
案
第
19
号
、
特

別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
委
員
会
の
冒
頭
、
当

局
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
広
が
り
、
多
く
の
人
命
を
危
険
に

さ
ら
す
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い
て
も

地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
は
避
け
ら
れ
な 

一宮市議会議員 

岡 本 将 嗣 

 

貴船児童ク

ラブ、 

 

場写真 

3月定例議会 私の一般質問・質問席  

貴船児童クラブ、 

 

場写真 



2020/  3/24  43号                             市政の動き・自分史、                    一宮市議会議員 岡本将嗣 

 

岡本将嗣のアルバム              
私の息子、翔くんの卒業式です。

あっという間の 6 年間、貴船小学校

での思い出沢山あると思いますが、4

月から中学生になる息子、頑張れ。 

長男の娘、もう直ぐ 10ヶ月になり

ます。だんだんお猿さんから、普通 

の赤ちゃんになってきました。イチ

ゴを食べてご機嫌さんかな。 

次男の娘・息子、イチゴ狩りに行

って、2 人でほとんどのイチゴを食

べまわったのかな、ハウスのイチゴ

がなくなりました。食べすぎです。 

一宮市銀座通公共駐車場（駅前地下駐車場） 

凰李くん・瑠月ちゃん イチゴをほおばる梓月ちゃん 卒業証書をいただく、翔くん 

令和 2年 4月 6日（月）聖火リレー 

聖火リレー案内看

板 

い
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

報
酬
や
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
適

切
で
な
い
た
め
、
撤
回
し
た
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
撤
回
を

承
認
。 

 
 

一
宮
市
銀
座
通
公
共
駐
車
場
の
耐
震
診

断
結
果
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
柱
で
耐

震
性
能
が
不
足
、
補
強
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
。
概
算
工
事
費
は
、
1
億
5
，
0

0

0
万
円
、
工
事
期
間
は
約
8.5
ヶ
月
と

の
報
告
。 

●
経
済
教
育
委
員
会 

衛
生
費
中
、
塵
芥
処
理
費
の
不
燃
物
収
集

処
理
手
数
料
及
び
不
燃
・
粗
大
ご
み
破
砕

機
賃
借
料
に
関
し
、
令
和
元
年1

2

月
補

正
で
、
不
燃
ご
み
及
び
粗
大
ご
み
を
他
市

の
処
理
施
設
持
ち
込
ん
で
処
理
す
る
不

燃
物
収
集
手
数
料
が
計
上
さ
れ
た
が
、
移

動
式
破
砕
機
を
使
用
す
る
方
法
に
変
更

し
て
、
処
理
手
数
料
が
大
幅
に
減
額
に
な

る
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
復
旧
す
る

令
和
3
年
3
月
末
ま
で
、
移
動
式
破
砕

機
に
よ
る
処
理
に
変
更
。
そ
の
た
め
、
不

燃
物
収
集
処
理
手
数
料
も
大
幅
な
減
額

補
正
と
な
っ
た
。 

 

東
京2

0
2

0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

等
実
施
事
業
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
、 

一 

般 

質 

問 

■
東
京

2
0
2

0

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て 一
宮
市
出
身
も
し
く
は
一
宮
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
選
手
の
出
場
は
あ
る
か
の
問

い
に
、
愛
知
県
の
強
化
指
定
に
選
ば
れ
て

い
る
選
手
も
い
る
の
で
、
期
待
は
し
て
お

り
ま
す
が
現
在
の
と
こ
ろ
出
場
決
定
の

情
報
は
無
い
と
の
答
弁
。 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ2

0
1
9

で
は
、

優
勝
し
た
南
ア
フ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
の

公
開
練
習
、
交
流
事
業
な
ど
で
一
宮
市
は

大
変
盛
り
上
が
っ
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
事
業
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
事
業
な
ど

の
受
け
入
れ
予
定
は
あ
る
か
の
質
問
に

対
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
該
当
案
件
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
各
国
、
各
競
技
種
目
で
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
を
模
索
し
て
い
る
情
報
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
可
能
性
は
あ
る
と

の
答
弁
。 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
機
運
情
勢
に
合

わ
せ
て
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
宮
市
の
現
状
は

ど
う
か
の
質
問
に
、
各
種
目
の
大
会
に
手

話
通
訳
者
を
配
置
し
た
り
、
車
い
す
の
部

門
を
設
け
る
な
ど
、
障
害
者
が
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
へ
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
、
「
ボ
ッ
チ

ャ
」
を
中
心
と
し
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
間

で
蔓
延
し
て
い
る
中
、
世
界
大
会
で
あ
る

オ
リ
・
パ
ラ
が
本
当
に
開
催
さ
れ
る
の
か

心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
措
置
・

対
応
に
よ
り
最
高
の
大
会
に
な
る
よ
う

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

出
口
が
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い
情
勢
の
中
、

一
刻
も
早
く
終
息
さ
れ
ま
す
事
を
願
い

今
回
の
一
般
質
問
を
閉
じ
ま
し
た
。  

令
和
2
年
4
・
5
月
以
降
の
、 

市
・ 

連
区
・ 

後
援
会
の
各
行
事

の
ご
案
内
。 

◎ 

4
月
4
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分

～
令
和
元
年
度 

貴
船
重
陽
ク
ラ
ブ
総
会 

◎ 

4
月
5
日
（
日
）
午
前
11
時
45
分
～ 

両
郷
・
あ
た
ご
ク
ラ
ブ 

お
花
見
会
（
愛
宕
神
社
） 

 

◎ 

4
月
6
日
（
月
）
午
後
2
時
38
分
～ 

『
東
京2

0
2

0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

聖
火
リ
レ
ー
』 

稲
荷
公
園
～
九
品
地
公
園
競
技
場
前 

◎ 

4
月
7
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
～ 

『
貴
船
連
区 

町
会
長
会
』 

 
 
 
 

貴
船
公
民
館 

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
も

地
域
の
要
望
に
応
え
頑
張
り
ま
す
。 

  


